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1はじめに 

2020 年の前半は新型コロナウィルスが大きく世の中を変えてしまった。東京オリンピ

ックは 2021年に延期となり、コロナウィルスの感染拡大を防ぐため、行動の自粛を要請

する緊急事態宣言がだされた。3密が感染拡大を助長するとして、3密を避ける生活様式

が推奨されるようになり、弊社においても社内換気、密集を避ける業務スタイル、ドアノ

ブやスイッチ類等共有物の消毒、マスク着用等を徹底し、感染者を出さない努力を継続し

ている。 

さて、先行きが見えない新型コロナウィルス問題であるが、防災及びスポーツエンター

テインメントの 2項目についてＷＩＴＨコロナ時代の対応について考えてみた。 

2防災関連 

2-1感染症を意識した避難所対応 

 本来避難所は、感染症が蔓延する可能性がある場所であり、東日本大震災の際もある

避難所ではインフルエンザが蔓延したケースがあったが、幸いにも季節が流行期を過

ぎていたため大きな問題とはならなかったそうだ。 

 通常でも、ノロウィルスや O157等についても危惧されなければならないが、今回コ

ロナウィルス対策と言うことで特に注目され、避難所には消毒薬等を設置する、避難者

の間隔をあけるなどの注意点が示されている。 

今回の事例を参考に、避難所の質を上げる議論が始まる契機となればと思う。 

2-2企業活動 

 BCP(事業継続計画)は、企業活動において考えられ様々なハザードについて、対策を

検討し企業活動を継続していくことが考えられる計画である。 

 企業活動を妨げる事象としてよく取り上げられるのは、自然災害で自社が被災し、早

急に企業活動を再開する状況を想定したものであり、どちらかと言えばハードの復旧

に視点を置いたものである。 

 一方、今回のような感染症の場合は、施設面の被害はほとんどなく、人的被害、人的

対応に焦点を当てた計画になる。そうした視点の継続計画にもとづいて対応策を講じ

ていかなければならない。 

  これほどの感染症が広がった例は近年国内ではほとんどなかったため、慌ててリモ

ート勤務、テレビ会議の対応が必要となったため、関連機材の購入が困難になる場面が

発生した。 

今回のコロナウィルスが解決しても、今後も様々な感染症対策が必要となることも



あり、「備えあれば憂いなし」のように今回の経験を活かした継続計画を充実させる必

要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※社会福祉施設・事業所における新型インフルエンザ等発生時の業務継続ガイドラインより 

 

3スポーツエンターテインメント(Bリーグ) 

  Bリーグはコロナウィルスの被害をまともに受け、2019-2020シーズンは打ち切りのや

むなきにいたった。島根スサノオマジックは、下位を低迷していたので降格を免れた面も

無きにしも非ずであったが、興行収入等が減少し大きな痛手を被ったことと思われる。ブ

ースターも楽しみにしていた試合を観戦できず、不完全燃焼でシーズンを終わってしま

った。 

さて、新シーズンであるが Bリーグは通常 10月から開始となることから、それまでに

完全に新型コロナ騒動が終息していれば、これまでと同様の形でシーズンをスタートで

きる。とは言え、完全終息でない場合の興行についての検討をしておく必要がある。その

場合他のプロスポーツの興行状況を参考として考えてみたい。 

 

3-1他のスポーツの状況 

NPB(日本野球機構以下 NPBと称す)は、感染予防のガイドラインを策定し、徹底した

予防対策を取り、6月 19日無観客試合で開幕、7月 10日から 5000人または、収容人員

の 50％で少ない方の観客数(政府指針参照)を入れての試合開催を目指している。(7月

6日現在) 

J1 リーグも感染対策ガイドラインを策定し、感染予防を徹底して無観客で 7 月 4 日

からリーグを再開した。観客を入れての試合も NPBと同様に 7月 10日からの実施を検
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討している。(7月 6日現在) 

バスケットボールリーグの参考として NBA(アメリカプロバスケットボールリーグ以

下 NBAと称す)は、7月 30日から 2019-2020シーズンをフロリダでチーム数を絞っての

集中開催方式で再開し、10月 13日ファイナル終了で今シーズンを終了、無観客で試合

を実施すると発表している。 

 

3-2 Bリーグ 2020-2021シーズン 

   10 月の感染状況、治療薬及びワクチン等の開発状況により開催スタイルが決定する

と思われるが、他の国内プロリーグと同様に、感染対策のガイドラインを策定し、限定

的な観客数で実施されるものと考えられる。したがって入場料収入、会場での物販収入、

会場での広告収入の減少が想定され、それに代わる収入源を考えなければならない。 

   そこで独自に以下の対策案を想定してみた。 

第一に考えられるのは、試合映像の有料提供である。現在も有料の会員登録をして映

像を見る方式はあるが、内容を高め単価を高める必要があると考えられる。 

   次に、試合映像に加えて、ライブイベント等で用いられる Web投げ銭システム等で収

入の増加を図る。選手の好プレー、チームの勝利に感動した思いをお金にして応援して

もらうことも必要となる。 

   第三として、WEB会議のように家と会場をつないで、お客さんは家のモニターで会場

の様子を見られるようにする。カメラの方向はある程度自由に動かせるものをお客さ

んごとに設置する。会場には椅子ごとにモニター画面を設置しお客さんが映し出され

るようにする。モニターの代わりに動くアバターでも良いかもしれない。これを実施す

るためにはかなりの投資が必要となることが課題か。 

 

4おわりに 

  サーズが中国で猛威を振るったとき、中国では通販が大きく普及したといわれている。  

WEB会議、リモート勤務等は新型コロナ後も改良されつつ継続されるだろう。また、小

学生 1 人 1 台のパソコンも整備が進むだろう。このように様々な所でデジタル化は加速

度的に進むであろう。 

新型コロナウィルスの今後の動向は未知なるがゆえに不確実であるが、何を行うにも

感染症対策を意識しなければならないことは確実である。 

まずは、世界中で猛威を振るう新型コロナウィルスの感染が一日も早く終息すること

を願うものである。 

 

   


